
「安売りスーパーでも生活必需品の値上がりが相次

ぎ、どんなに工夫してもやりくりできません」「年間１２０

万円を超える学費。子どもに奨学金を借りてもらいまし

た」「老後の備えができません。医療費増、親の介護と

不安だらけです」「結婚式も、結婚指輪も、今後の生活

の為にあきらめました」 

２４春闘アンケートに寄せられた大幅賃上げに期待

する切実な声です。 

自公政権の１１年間で、実質賃金は３２万６千円も下

がりました。一方で大企業の内部留保は、コロナ禍、

物価高騰、資材高騰の中でも５２７兆円と過去最高を

更新しました。役員報酬は３１・５％増、内部留保は５

３・３％増。配当金は１２年度の１３・５兆円から２２年度

は２９・７兆円へと２倍以上に増えています。溜め込ん

だ現金・預金も１２年度の４６・３兆円から２２年度は８１・５兆

円へと７６％も増加しています。 

１９９５年日経連の“新時代の日本的経営”が今日の失

われた３０年を生みました。政府・財界が、正規雇用から非

正規雇用への置き換えを進め、労働者の賃金を抑え込ん

だ結果、ＧＤＰの６割りを占める消費購買力を失わせ、一人

あたりのＧＤＰがＧ７で最下位、ＯＥＣＤ加盟３８ヵ国中２１位

と、日本経済を冷え込ませたのです。 

企業には労働者の生活を守る社会的責任があります。

内部留保のほんの一部を使うだけで、物価高騰を超える

賃上げを実現することは可能です。 

異常な物価高騰、下がり続ける実質賃金の今日、大幅

賃上げは待ったなしです。 

あなたも労働組合に加入して、２４春闘でなかまと一緒

に物価高騰を超える賃金１０％以上 UP、月額３万円以上、

時給２００円以上の賃上げを求め、声をあげましょう。 
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タモリさんが今日を“新しい戦前”と呼び、米誌「タイム」も、「岸

田首相は何十年も続いた平和主義を捨て、日本を真の軍事大

国にすることを望んでいる」と報じました。岸田自公政権が、米国

と一体となり敵基地攻撃能力を保持し「戦争する国づくり」を推

進。防衛費をＧＤＰの２％、年間１１兆円に倍増し、世界第９位か

ら米中に次いで世界３位にしようとしているからです。 

しかし、戦争では国

際紛争を解決するこ

とはできません。恨み

を連鎖させ、対立を助長し、紛争を拡大・長期化させるだけです。 

ロシアによるウクライナ侵略や、イスラエルによるガザ侵攻を見れば、

多数の無辜の民が殺され、町を破壊、新たな怒りを呼び、対立を助長、

それが世界に様々な形で波及、悪影響を及ぼしていることがわかりま

す。 

防衛費に積み増しするこの５兆円があれば、長きにわたり歪められ

続けてきた子育て、年金、医療・福祉などを建て直し、改善することが

できます。 

何をすべきで何をしてはならないのか。この判断を誤る岸田自公政

権には退陣してもらうしかありません。 

 ２４春闘は、賃上げ要求を柱に、岸田“三位一体の労働市場改革”に

みられる働き方改悪を許さず、ソーシャルワーカーの抜本的待遇改善、

最低賃金制度改善、地球温暖化阻止、原発ゼロなど、金権腐敗政治をストップさせる世直し春闘です。また、能

登半島地震復旧・復興支援、虐げられたなかまの争議支援に力を尽くす連帯強化の春闘です。 

２０２４年国民春闘南部地区共同行動構成団体スローガン 

 「すべての仲間の賃上げと雇用確保でくらしと経済を立て直そう！」 

サブスローガン 

 を掲げ、元気に運動を進めています。 

要求を実現する為には、この２４春闘で多数の労働者が団結し、生計をまかなうに足りる賃金（生計費原則）

を掲げ、全国統一闘争を展開し、経営者、経営者団体、政府に力強く働きかけることです。 

 あなたも労働組合に入り、２４春闘で“大幅賃上げ実現”をめざして声をあげましょう！ 


